
  

 

 
日 時 2024年 11月 8日(金)～12月４日(水) 、各回 2時間、全３回開催予定 

  
開催方法 Zoom によるウェビナー方式 

  
主 催 ゼロカーボンビル（LCCO2ネットゼロ）推進会議 

 一般財団法人 住宅・建築 SDGs 推進センター(IBECs) 
  

共 催 一般社団法人 日本サステナブル建築協会(JSBC) 
  

参 加 費 無料 定 員 1000名 
    

「ゼロカーボンビル推進会議」が開発した『建築物ホールライフカーボン算定ツール（J-CAT 2024.10正式版／Japan Carbon Assessment 
Tool for the Building Lifecycle）』 の具体的な利用法や算定事例を紹介する講習会を開催します。2024年 6月にも J-CAT2024.05
試行版を対象に連続講習会を開催しましたが、今回は最新版である J-CAT 2024.10正式版 を使用し、より詳細で実践的な操作方法につい
て説明を行います 
さらに、各種建材・設備の原単位データを最新版に更新した J-CAT 2024.10正式版を用いたケーススタディ結果を紹介します。新築のみなら

ず改修建物や木造建物、病院・教育施設、建築設備なども対象とした多様なケーススタディを紹介する講習会となります。J-CAT の内容理解を
深めていただき、ご担当のプロジェクトを対象に実際にご使用いただくためにも、多数の関係者のご参加をお待ちしております。 
なお、この講習会は J-CAT使用登録者限定の招待制となります。この機会に IBECs のホームページから使用登録をお勧めします。 

    
■プログラム ※今後変更することがあります  

                        ※WLC:ホールライフカーボン、EC:エンボディドカーボン、OC：オペレーショナルカーボン 
第１回 2024年 11月 8日（金） 15：00～17：00 

 J-CAT2024.10正式版の操作方法 と  ケーススタディ(1)   
司会：伊香賀 俊治 ゼロカーボンビル推進会議委員長代理、ツール開発 SWG主査 

（（一財）住宅・建築 SDGs 推進センター理事長） 
副司会：丹羽 勝巳 ゼロカーボンビル推進会議幹事（㈱日建設計） 
①J-CAT2024.10正式版の使用方法：久保木真俊 ゼロカーボンビル推進会議コンサルタント（㈱日建設計） 
②用途別のWLC              ：原 崇哲   ツール開発 SWG委員（㈱梓設計）    

第２回 2024年 11月 22日（金）15：00～17：00 
 J-CAT2024.10正式版を使ったケーススタディ(２)  

司会：伊香賀 俊治 （前出）、副司会：丹羽 勝巳 幹事（前出) 
③木造建物のWLC             ：宇治田裕子 ツール開発 SWG委員 （㈱大林組） 
④OC※と ECのバランス、原単位の経年変化を加味した評価 

：五十嵐 保裕 ツール開発 SWG委員（戸田建設㈱） 
   

第３回 2024年 12月４ 日（水）15：00～17：00 
 J-CAT2024.10正式版を使ったケーススタディ(３)   

司会：伊香賀 俊治 （前出）、副司会：丹羽 勝巳 幹事（前出) 
⑤設備、フロン漏洩のWLC        ：新井 勘  ツール開発 SWG委員  （㈱熊谷組） 
⑥改修建物のWLC             ：高井 啓明 ツール開発 SWG委員   （㈱竹中工務店）   

    
 

 
 

お申込み J-CAT使用登録者のメールアドレスに各回の受講申し込み URLが配信されますので、そちからお申し込み下さい。 
J-CAT使用登録については、IBECｓ J-CAT ホームページをご覧ください。 

  

問合せ先 一般財団法人住宅・建築 SDGs推進センター（IBECｓ）J-CAT事務局 
メールアドレス：jcat@ibecs.or.jp 

  
 

 

J-CAT使用登録者向け 限定講習会 
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：2024.10正式版』  
～  算定ツールの使用法と多様なケーススタディ ～ 
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